
「人と自然が躍動する環境創造都市 北杜市」生活環境向上計画変更申請 新旧対照表 
新 旧 

地域再生計画 

１・２（略） 

 
３ 地域再生計画の区域 
   北杜市の全域 
 
４ 地域再生計画の目標 

本市は、北は八ヶ岳連峰、南西は甲斐駒ケ岳から連

なる南アルプス、東は茅ヶ岳、北東は瑞牆山などの日

本を代表する美しい山岳景観に囲まれ、日本名水百選

にも選ばれた尾白川など清らかで豊富な水資源、高原

性の気候、日本で一番長い日照時間、歴史的な街並み

や滞在型温泉地など、豊かな資源に恵まれたまちであ

る。平成１６年１１月１日、７町村が合併して誕生し

た本市は平成１８年３月１５日、隣接する小淵沢町を

加え、新・北杜市としてスタートをした。総面積 602.89
㎢と、山梨県下最大の面積の市で、この中には恵まれ

た自然環境の下、観光を主体に発展した地域や、古く

から稲作を中心として発展した地域があり、行政人口

も平成 7年の 41,621 人に対し、平成 18 年 3 月 31 日現

在 50,068 人となっている。 

地域再生計画 

１・２（略） 

 
３ 地域再生計画の区域 
   北杜市の区域の一部（旧北杜市の区域） 
 
４ 地域再生計画の目標 

本市は、北は八ヶ岳連峰、南西は甲斐駒ケ岳から連

なる南アルプス、東は茅ヶ岳、北東は瑞牆山などの日

本を代表する美しい山岳景観に囲まれ、日本名水百選

にも選ばれた尾白川など清らかで豊富な水資源、高原

性の気候、日本で一番長い日照時間、歴史的な街並み

や滞在型温泉地など、豊かな資源に恵まれたまちであ

る。平成１６年１１月１日、７町村が合併して誕生し

た総面積 569.75 ㎢と、山梨県下最大の面積の市で、こ

の中には恵まれた自然環境の下、観光を主体に発展し

た地域や、古くから稲作を中心として発展した地域が

あり、行政人口も平成 7 年の 41,621 人に対し、平成

17年 3月 1日現在 44,116人と順調に伸び続けている。

これまで旧町村では、農業振興や観光振興に力を入

れると共に、良好な居住空間の形成促進を図るための



これまでの旧町村では、農業振興や観光振興に力を

入れると共に、良好な居住空間の形成促進を図るため

のハード事業整備を展開し、その一つとして昭和５８

年から汚水処理施設の整備を実施してきた。こうして、

平成１８年度末現在の生活排水クリーン処理率（汚水

処理人口普及率）は約 88％までに達したが、施設の未

整備地域では、地下水・農業用水路の水質汚濁が懸念

されており、その改善が望まれている。 

このため、汚水処理施設整備を一層促進し、公共用

水域への排出負荷を削減することにより、生活環境の

向上および尾白川など清らかな河川の保全を図る。そ

して、日本一の生息密度・生息数を誇る国蝶オオムラ

サキの生息地など、貴重な観光資源でもある自然環境

の保全につなげ、生態系の保護や環境に配慮した美し

い景観を形成するためのまちづくりを進め、観光客の

さらなる誘致を目指す。 
  
  【数値目標】 

汚水処理施設の整備の促進（汚水処理人口普及率を

88％から 90％に向上） 

 
５．目標を達成するために行う事業 
５－１ （略） 

 

ハード整備を展開し、その一環として昭和５８年から

汚水処理施設の整備を実施してきた。こうして、平成

１５年度末現在の生活排水クリーン処理率（汚水処理

人口普及率）は約 88％までに達したが、施設の未整備

地域では、地下水・農業用水路の水質汚濁が懸念され

ており、その改善が望まれている。 

このため、汚水処理施設整備を一層促進し、公共用

水域への排出負荷を削減することにより、生活環境の

向上および尾白川など清らかな河川の保全を図る。そ

して、日本一の生息密度・生息数を誇る国蝶オオムラ

サキの生息地など、貴重な観光資源でもある自然環境

の保全につなげ、生態系の保護や環境に配慮した美し

い景観を形成するためのまちづくりを進め、観光客の

さらなる誘致を目指す。 
  
 
 
  【数値目標】 

汚水処理施設の整備の促進（汚水処理人口普及率 

を 88％から 90％に向上） 

 
５．目標を達成するために行う事業 
５－１ （略） 

 



５－２ 法第５章の特別の措置を適用して行う事業 
汚水処理施設整備交付金を活用する事業 
  対象となる事業は以下のとおり事業開始に係る手

続き等を了している。 
  なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を

示した図面による。 
  大泉処理区    平成７年１０月に事業認可 
  須玉第１処理区  平成９年３月に事業認可 
  須玉第３処理区  平成１６年１１月に事業認可 
  小淵沢中部処理区 平成元年１１月に事業認可 
  小淵沢東部処理区 平成１２年６月に事業認可 
［事業主体］ 

     ・いずれも北杜市 

［施設の種類］ 

   ・公共下水道、浄化槽 

［事業区域］ 

・公共下水道  北杜市大泉町ＪＲ大泉駅以南・

以北（ＪＲ大泉駅以北は平成１８

年度に変更認可予定）、北杜市須玉

町東小尾地区、江草地区、若神子

地区、小倉地区、北杜市小淵沢町

小淵地区、尾根地区、上笹尾地区、

大東豊地区、篠原地区、女取地区

５－２ 法第４章の特別の措置を適用して行う事業 
汚水処理施設整備交付金を活用する事業 
対象となる事業は以下のとおり事業開始に係る手続き

等を了している。 
  なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を

示した図面による。 
   大泉処理区   平成７年１０月に事業認可 
   須玉第１処理区 平成９年３月に事業認可 
   須玉第３処理区 平成１６年１１月に事業認可 

 
 

［事業主体］ 

     ・いずれも北杜市 

［施設の種類］ 

   ・公共下水道、浄化槽 

［事業区域］ 

・公共下水道  北杜市大泉町ＪＲ大泉駅以南・

以北（ＪＲ大泉駅以北は平成１８

年度に変更認可予定）及び北杜市

須玉町東小尾地区、江草地区、若

神子地区、小倉地区 

 

 



・浄化槽    北杜市内（下水道計画・農業集

落排水区域を除く） 

   ［事業期間］ 

     ・公共下水道  平成１７年度～平成２１年度 

     ・浄化槽（個人設置型） 平成１７年度～平成

２１年度 

   ［整備量］ 

     ・公共下水道   処理場 １箇所 

管 渠  φ ７ ５ ～ ２ ０ ０

Ｌ＝４６㎞ 

・ 浄化槽（個人設置型） ９００基 

 

なお、各施設による新規の処理人口は下記のとお

り。 

・ 公共下水道 大泉処理区で、３００人  

       須玉第１処理区で、２００人 

       須玉第３処理区で、１５０人 

小淵沢中・東部処理区で、１，０

６８人 

・ 浄化槽  北杜市の区域で、１，２７０人 

   ［事業費］ 

公共下水道 事業費 ３，４００，０００千円 

（うち、交付金 １，７２５，０００千円）

・浄化槽    旧北杜市内（下水道計画・農業

集落排水区域を除く） 

   ［事業期間］ 

     ・公共下水道  平成１７年度～平成２１年度 

     ・浄化槽（個人設置型） 平成１７年度～平成

２１年度 

   ［整備量］ 

     ・公共下水道   処理場 １箇所 

管渠 φ７５～２００  

Ｌ＝２０㎞ 

・ 浄化槽（個人設置型） ７５０基 

 

なお、各施設による新規の処理人口は下記のとお

り。 

・ 公共下水道 大泉処理区で、３００人  

       須玉第１処理区で、２００人 

       須玉第３処理区で、１５０人 

 

 

・ 浄化槽  旧北杜市の区域で、１，０００人

   ［事業費］ 

公共下水道 事業費 ２，２８０，０００千円 

（うち、交付金 １，１６５，０００千円）



           単独事業費 ８１５，０００千円 

     浄化槽（個人設置型）事業費 ３１９，９９６

千円 

         （うち、交付金 １０６，６６５千円）

合 計  事業費  ３，７１９，９９６千円 

（うち、交付金 １，８３１，６６５千円）

           単独事業費 ８１５，０００千円 

５－３ （略） 

 

６   （略） 

 

７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 

計画終了後に、４に示す数値目標に照らし状況を調

査、評価し、公表する。 

なお、整備された汚水処理施設の活用状況について

は、施設管理者と異なる第三者が行った水質検査等の

結果が北杜市下水道事業審議会に報告されることか

ら、この結果を踏まえ、水質検査、維持管理等が適切

に行われていることを把握する。また、当該審議会は

必要に応じて市に対して適切な措置をとるよう提言す

ることとしている。 

 

８ （略） 

           単独事業費 ２８０，０００千円 

     浄化槽（個人設置型）事業費 ２８３，２３３

千円 

          （うち、交付金 ９４，４１１千円）

合 計  事業費  ２，５６３，２３３千円 

（うち、交付金 １，２５９，４１１千円）

           単独事業費 ２８０，０００千円 

５－３ （略） 

 

６   （略） 

 

７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 

計画終了後に、４に示す数値目標に照らし状況を調

査、評価し、公表する。 

なお、整備された汚水処理施設については、水質検 

査、維持管理等が適切に行われていることについて、

施設管理者と異なる第三者が行った水質検査等を北杜

市下水道事業審議会において把握し、必要に応じて市

に対して適切な措置をとるよう提言する。 

 

 

 

８ （略） 




